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経済産業省 製造産業局 

局  長  伊吹 英明 

はじめに  

令和6年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。 

昨年は、これまで3年間続いた長いコロナ禍が収束に向かい、ポ

ストコロナの社会・経済に活気が戻った一方で、ロシアによるウ

クライナ侵攻の長期化や中東紛争の激化など、我が国を取り巻く

地政学リスクの厳しさが一段と増した年になりました。 

こうした中、日本経済は、これまでのコストカット型のデフレ

経済から、持続的な賃上げや活発な投資でけん引する成長型経済

への転換局面を迎えています。昨年、国内投資見通しは名目100兆

円と、過去最高を更新したほか、実に30年ぶりとなる高水準での

賃上げが実現されました。 

本年は、こうした成長軌道への変化を一過性のものにしないた

めにも、更なる投資の活発化と価格転嫁を促すことで、もう一段

の賃上げを実現し、成長と所得向上の好循環をさらに進める一年

にしたいと思います。 

その実現に当たって、政策の重点は、「ＧＸ（グリーントラン

スフォーメーション）」「ＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）」「経済安全保障」の3軸による投資の促進だと考えてい

ます。本年も産業界の皆様と緊密に連携しつつ、この3つを政策軸

として我が国製造業の成長のために全力を尽くしてまいります。 

Ｇ  Ｘ  

昨年末のＣＯＰ２８の成果文書では、「化石燃料からの移行を

進める」という文言が盛り込まれるなど、一層の取組強化の必要

性が確認されました。脱炭素の世界的な潮流は想像を超えて速

く、産業界にも変革を迫る圧力は年々高まっており、官も民も一

歩前に出た取組が求められています。  

世界各国では、米インフレ削減法やＥＵグリーンディール産業

計画に代表されるように、したたかに自国に投資を誘導する投資

促進策を加速させています。我が国は、エネルギー安定供給、産

業競争力強化と排出削減の同時実現に向けて、昨年5月に「ＧＸ推

進法」「ＧＸ脱炭素電源法」を成立させ、7月にはＧＸ推進戦略を

策定しました。その中では、「成長志向型カーボンプライシング

構想」を掲げ、投資促進策と規制・制度の両輪で様々な施策を進

めているところです。 

特に、排出削減に効果が大きく、我が国産業の競争力強化に資

する取組のうち、企業だけで取組むには負担が大きいものには、

官も前に出て支援していくこととしています。既に、脱炭素化に

向けた研究開発・実証を支援している「グリーンイノベーション

（ＧＩ）基金」では、水素還元製鉄技術や、CO₂を用いたプラス

チック、コンクリートの製造技術等を開発するプロジェクトを進

めています。また、昨年末には、「分野別投資戦略」として鉄

鋼、化学、紙パルプ、セメントといった“Hard-to-abate”産業、すな

わち製造過程での排出削減が困難なセクターや、自動車、航空機

等を含めた16分野でのＧＸ実現に向けた方向性と投資促進策を策

定し、今後、プロジェクトの具体化を進めることとしています。

加えて、ＧＸに関する取組のうち生産段階でのコストが大きい戦

略分野の投資については、初期投資支援の他に、生産・販売量に

応じたインセンティブを受けられる減税措置を新設しました。 

ＧＸの実現には、こうした投資促進策だけでなく、規制・制度

による取組も重要です。カーボンプライシングにより炭素排出に

価格を付け、ＧＸ関連製品・事業の付加価値を向上させる取り組

みを進めます。また、多くの企業にご参画頂いているＧＸリーグ

において、排出量取引を実施していくとともに、グリーン市場創

造に向けたルールメイキングを進めております。またＧＸだけで

なくサーキュラーエコノミーの実現という観点から、金属、蓄電

池材料、繊維などの分野で資源循環の取組も進めてまいります。 

こうした施策に基づき、国内にＧＸ市場を確立し、サプライ

チェーンをＧＸ型に革新するなど、ＧＸ実現に向けた取組を政府

としても後押ししてまいります。 

自動車業界でもカーボンニュートラルの実現が大きな課題と

なっていますが、足下では「ＥＶシフトの加速」と「中国の台

頭」という2つの潮流が状況を大きく変えています。我が国は、Ｅ

Ｖに加えて水素、合成燃料など「多様な選択肢」によってカーボ

ンニュートラルを実現する方針ですが、その中でも日系メーカー

が「ＥＶでも勝てる」競争力を獲得することが重要です。ＥＶに

とってコアな技術である蓄電池やモーターをはじめとしたe-Axleの

開発や投資への支援、ＥＶ等の生産・販売量に応じた減税措置、

国内のＥＶ市場の立ち上げに向けた電動車の購入補助や充電イン

フラの整備など、総合的に取り組んでまいります。  

経済安全保障  

ＧＸと並び世界的な課題となっているのが経済安全保障です。

資源に制約のある我が国は、従来より米中をはじめとする諸外国

と活発な貿易関係を築くことで経済発展を進めてきました。しか

しながら、米中の厳しい対峙、コロナ危機、ロシアによるウクラ

イナ侵略など国際情勢が厳しさを増す中で、サプライチェーン上

のリスクが顕在化しており、改めて日本の国際的な立ち位置を確

認しながら経済安全保障の取り組みを進めなければなりません。  

政府としては、特定の国や地域に過度に依存しない、自立性の

高い経済構造を実現すると同時に、研究開発強化等による技術・

産業競争力の向上や技術流出の防止により優位性を確保するた

め、産業界との対話・協力の下、あらゆる施策を総動員して取組

を進めてまいります。  

具体的には、「経済安全保障推進法」に基づき指定した11の

「特定重要物資」のうち、製造業の関連では、永久磁石や工作機

械・産業用ロボット、航空機の部品、半導体素材などの我が国の

生産基盤を支える物資について、安定供給の確保に資する民間企

業の設備投資や、これらに不可欠な重要鉱物の備蓄、研究開発の

取組を後押ししてまいります。また、2022年から始まった経済安

全保障重要技術育成プログラムを活用し、宇宙・航空、海洋、サ

イバー等特定の先端的な重要技術について官民による研究開発を

推進していきます。  

Ｄ  Ｘ  

ＧＸや経済安全保障の課題に対応するに当たり、また、企業の

競争力の基盤という意味でも、デジタル化への対応は不可避で

す。デジタルによる既存のビジネスモデルの変革や、生成ＡＩの

登場による付加価値の源泉の変化などＤＸによる産業構造の変化

を捉え、先を見据えて手を打っていくことが求められています。  

政府としては、デジタル社会の基盤を支え、ＧＸや経済安保の

観点からも重要な物資である半導体・蓄電池の投資に対して、大

胆な政策措置を講じてきました。こうした支援に加え、国民生活

や経済社会を支えるデジタル時代の社会インフラ、すなわち、

「デジタルライフライン」の整備についても取り組んでいます。

移動・物流課題の解決手法とすべく「レベル4」の自動運転技術を

活用したサービスの実現に向け、自動運転タクシー・トラックの

社会実装を支援していきます。 

さらに、我が国製造業の競争力強化に向けて、ＤＸ投資を後押

します。ＤＸ投資促進税制等の既存の政策に加えて、経営課題に

立脚した、自社にとっての最適なものづくりを考えることが必要

であるという認識の下、製造事業者のＤＸの目指すべき姿をお示

しできるよう、スマートマニュファクチャリングのガイドライン

の策定を進めています。足元の人手不足に悩む中小企業等には、

ロボット導入などの省力化支援も進めてまいります。  

また、デジタル技術やデータを用いて新たな産業構造における

競争力を獲得するため、航空機産業における

等の技術を活用した新たな開発手法や、3Dプリ

ンターによる「ものづくり」の変革、自動車産業における
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チェーンデータの連携にも取り組んでいきます。  

事業者の皆様には、こうした施策を積極的に御活用いただくと

ともに、経営や組織のあり方を根底から変えていくような強い意

思を持ってデジタル化に取り組み、企業の競争力強化に繋げて頂

くことを期待しています。  

宇宙産業  

人類初の月面着陸から半世紀余り、かつては国の威信をかけ各

国が開発競争を繰り広げた宇宙分野に、2000年代以降、民間企業

が相次いで参入しました。今や安全保障上も極めて重要な宇宙分

野において、我が国が一定のプレゼンスを確保できるかの分水嶺

にいると考えています。 

政府としては、これまで研究開発のみを行ってきたＪＡＸＡに

ファンディング機能を持たせるという歴史的な転換を図るべく、

昨年の臨時国会において改正ＪＡＸＡ法を成立させるとともに、1

兆円規模の「宇宙戦略基金」の設置を決定しました。経済産業省

としても、本年、宇宙産業室を「宇宙産業課」として強化し、小

型衛星コンステレーションの構築やそれを用いたデータビジネス

といった、宇宙分野でのビジネスを強力に後押しする体制を整え

るとともに、ＪＡＸＡとの連携を抜本的に強化してまいります。

我が国には、小型ＳＡＲ衛星や光通信衛星、宇宙輸送技術などの

分野で、世界でも有数の優れた技術を有する企業がいます。こう

した技術をビジネスにつなげ、我が国宇宙産業の発展と、宇宙活

動の自立性の強化に貢献できるよう取り組んでまいります。  

おわりに  

産業界が今直面する課題は、官も民も一歩前に出て取り組まな

いと解決できないため、国内外で活躍されている産業界の皆様と

の日々の対話を通じ、将来につながる日本の経済基盤をともに形

作っていきたいと考えております。  

ＧＸ、ＤＸ、経済安全保障といった新しい経済の軸に合わせ、

成長につながる投資の形や事業分野の中身も変わっていきます。

このように、外部環境が大きく変化する時代において、次の世代

に世界で勝負できる成長産業を残し、また創っていけるかは、現

役世代の我々に懸かっています。こうした覚悟をもって、本年も

全力で取り組んでまいります。  

最後に、皆様の益々の御発展と、本年が素晴らしい年となるこ

とを祈念して、年頭の御挨拶とさせていただきます。 

令和６年の新春を迎えて （一部省略） 

全国鍍金工業組合連合会 

会  長  神谷 篤 

  

ペルー：加Condor Resources社とTeck 

Peru、Cobreorco銅・金探査プロジェク

トのオプション及びJV契約を締結 
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 12日朝入電の海外相場は、

LME（ロンドン金属取引所）銅

相場で、直物の前場売値が、前

営業日の8,285.00ドルより47.00ドル高の8,332.00ドル。

直物の終値は、前営業日の8,269.00ドルより6.80ドル安

の8,262.20ド ル。3か 月 物 前 場 売 値 は、前 営 業 日 の

8,389.00ドルより37.00ドル高8,426.00ドル。3か月物終

値 は、前 営 業 日 の8,370.50ド ル よ り15.50ド ル 安 の

8,355.00ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引所）銅

相場の3月限は前営業日の378.10セントより0.45セント

安377.65セント。SHFE(上海期貨交易所)銅相場の2月限

は、前営業日の6万7,930元より100元高の6万8,030元。 

12日の東京為替市場TTSレートは、前日の146.65円よ

り0.33円の円高ドル安、1ドル＝146.32円。12日に入電

した直近のLME銅相場直物前場売値は8,332.00ドル。こ

の値と12日の東京外国為替市場USドルTTSレートから

計算した国内採算値は、前日の125万2,000円より5,000

円高の125万7,000円。この日、電気銅建値は124万円に

据え置かれた。 

為替動向  

11日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで下

落。16時、前日と比べ0.0020ドルのユーロ安ドル高、1

ユーロ＝1.0940ドル〜1.0950ドルで推移した。この日発

表された米国の23年12月CPIで上昇率が市場予想を上

回ったことからドル買いが優勢になった。ただ、物価

については鈍化傾向が続くとの見方が根強くドルの上

値は抑えられた。英ポンドも対ドルで下落。16時、前

日と比べ0.0020ドルのポンド安ドル高、1ポンド＝

1.2710〜1.2720ドルで推移した。 

11日のニューヨーク外国為替市場で円相場は3営業日

ぶりに反発した。前日と比べ0.50円の円高ドル安、1ド

ル＝145.20円〜145.30円で取引を終えた。この日発表さ

れた米国の23年12月CPIの上昇率が前月比で0.3％と市場

予想の0.2％を上回った。前年同月比でも3.4％で市場予

想の3.2％を上回っており、利下げ開始が遅れるとの見

方が拡がり円売りドル買いが先行したが、その後長期

金利が下げに転じたことで円買いドル売りが優勢に

なった。 

12日早朝の東京外国為替市場でも円相場は上昇し

た。8時30分、前日17時と比べ0.34円の円高ドル安、1ド

ル＝145.05円〜145.07円で推移した。前日に米国の長期

金利が4％を下回ったことで日米の金利差縮小を見込ん

だ円買いドル売りが先行した。ただ、米国の23年12月

のCPIがインフレの根強さを印象付ける内容だったこと

からFRBの早期利下げ観測の後退が意識され円の重荷に

なっている。円は対ユーロでも上昇。8時30分、前日17

時と比べ0.42円の円高ユーロ安、1ユーロ＝159.21円〜

159.24円で推移した。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区（1月前半） 

2S=191円 〜212円、63S=176円 〜227円、ア ル ミ

ホイール(1P)=193円〜207円、ビス付サッシ=91

円〜100円、エンジンコロ=92円〜104円、込合金

(機械鋳物)=92円〜100円、缶プレス(ソフト)=62

円〜72円。 

関西地区（1月前半） 

2S=205円 〜217円、63S=207円 〜242円、印 刷 版

=202円〜207円、アルミホイール(1P)=198円〜

241円、ベースメタル=126円〜131円、機械鋳物

=87円〜91円、ダライ粉=104円〜107円、ビス付

サッシ=92円〜117円、缶プレス=75円〜80円。 

1月9日～1月12日 

9,459.26 10,434.00

113,580 126,230

建　値 小　売12月平均

金(\/g)

銀(\/kg)

9,000

9,500
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11,000

1/9 1/10 1/11 1/12

1/9 1/10 1/11 1/12

金小売 10,419 10,433 10,490 10,486

金建値 9,425 9,468 9,516 9,522

金山元建値週間推移

105,000
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121,000
123,000
125,000

1/9 1/10 1/11 1/12

1/9 1/10 1/11 1/12

銀小売 121,440 120,890 121,330 120,450

銀建値 109,000 108,690 109,360 108,360

銀山元建値週間推移
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12日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取引

所）の銅相場で、直物の前場売値が、1月11日入電の

8,285.00ドルより47.00ドル高の8,332.00ドル。反発して

0.57%高。この週0.17%の下落。1月に入って1.70%の下

落。3か月物の前場売値は、1月11日入電の8,389.00ドルよ

り37.00ドル高の8,426.00ドル。反発して0.44%高。この週

0.28%の下落。1月に入って1.79%の下落。LME公認倉庫の

現地1月10日銅在庫は、前日の15万8,900トンより1,575ト

ン減の15万7,325トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、1月

限が、1月11日入電の378.10セントより0.45セント安の

377.65セント。反落して0.12%安。この週0.47%の下落。1

月に入って2.68%の下落。2月限は、1月11日入電の377.75

セントより0.30セント安の377.45セント。反落して0.08%

安。この週0.62%の下落。1月に入って2.79%の下落。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、1月限が、1月11日

入電の6万8,110元より130元高の6万8,240元。反発して

0.19%高。この週0.34%の下落。1月に入って1.20%の下

落。中心限月に当たる2月限は、1月11日入電の6万7,930

元より100元高の6万8,030元。9営業日ぶりの反発で2.12%

高。この週0.47%の下落。1月に入って1.36%の下落。 

錫はも反発  

LME錫相場の前場売値は、直物が、1月11日入電の2万

4,025.00ドルより275.00ドル高の2万4,300.00ドル。3営業

日ぶりの反発で1.14%高。この週0.41%の上伸。1月に入っ

て3.48%の下落。3か月物の前場売値は、1月11日入電の2

万4,350.00ドルより250.00ドル高の2万4,600.00ドル。3営

業日ぶりの反発で1.03%高。この週0.61%の上伸。1月に

入って3.53%の下落。LME公認倉庫の現地1月10日錫在庫

は、前日の7,460トンより45トン増の7,505トン。 

鉛は続伸  

LME鉛相場の前場売値は、直物が、1月11日入電の

2,050.50ドルより44.50ドル高の2,095.00ドル。5営業日の

続伸で4.13%高。この週3.51%の上伸。1月に入って3.15%

の上伸。3か月物の前場売値は、1月11日入電の2,084.00ド

ルより33.00ドル高の2,117.00ドル。5営業日の続伸で

3.52%高。この週3.02%の上伸。1月に入って2.37%の上

伸。LME公認倉庫の現地1月10日鉛在庫は、前日の12万

3,350トンより2,200トン減の12万1,150トン。 

亜鉛は反発  

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、1月11日入電の

2,491.00ドルより17.00ドル高の2,508.00ドル。反発して

0.68%高。この週0.24%の下落。1月に入って5.02%の下

落。3か月物の前場売値は、1月11日入電の2,516.50ドルよ

り10.00ドル高の2,526.50ドル。反発して0.40%高。この週

0.53%の下落。1月に入って4.80%の下落。LME公認倉庫の

現地1月10日亜鉛在庫は、前日の21万5,225トンより1,550

トン減の21万3,675トン。 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、1月11日入電の

2,204.00ドルより1.00ドル安の2,203.00ドル。反落して

0.05%安。この週0.56%の下落。1月に入って5.67%の下

落。3か月物の前場売値は、1月11日入電より横ばいの

2,245.00ドル。この週0.80%の下落。1月に入って5.75%の

下落。LME公認倉庫の現地1月10日アルミ在庫は、前日の

56万1,825トンより万1,250トン減の56万0,575トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、1月11日入

電より横ばいの1,785.00ドル。この週横ばい。1月に入っ

て15.16%の上伸。3か月物の前場売値も、1月11日入電よ

り横ばいの1,785.00ドル。この週横ばい。1月に入って

15.16%の上伸。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売値

は、1月11日入電より横ばいの2,285.00ドル。この週横ば

い。1月に入って横ばい。3か月物の前場売値も、1月11日

入電より横ばいの2,285.00ドル。この週横ばい。1月に

入って横ばい。 

ニッケルは反発  

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、1月11日入電

の1万5,980.00ドルより270.00ドル高の1万6,250.00ドル。

反発して1.69%高。この週3.47%の上伸。1月に入って

0.31%の下落。3か月物の前場売値は、1月11日入電の1万

6,210.00ドルより315.00ドル高の1万6,525.00ドル。反発し

て1.94%高。この週3.38%の上伸。1月に入って0.27%の下

落。LME公認倉庫の現地1月10日ニッケル在庫は、前日の

6万8,322トンより288トン増の6万8,610トン。 

LME銅相場は反発 直物終値は8,262.20ドル 

COMEX銅相場は小幅反落 SHFE銅相場は反発 

LME非鉄相場は総じて堅調 直物終値は亜鉛2,481.25ドル、アルミ2,188.00ドル 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 8,332.00 24,300.00 2,095.00 2,508.00 2,203.00 1,785.00 2,285.00 16,250.00

前営業日比 47.00 275.00 44.50 17.00 ▲ 1.00 0.00 0.00 270.00

公示価格 8,426.00 24,600.00 2,117.00 2,526.50 2,245.00 1,785.00 2,285.00 16,525.00

前営業日比 37.00 250.00 33.00 10.00 0.00 0.00 0.00 315.00

LME公示価格(US$)／1月11日

直物

先物



日刊金属 ２０２４(令和６)年 １月 １５日(月) (6) 昭和４４年１１月創刊 

入電 ・ 現地 1月11日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2315.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2259.1

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8330.0 8332.0 8274.0  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 47.0 26.5 (カーブ) 金（オンス） 2029.15

先   物 8425.5 8426.0 8368.0 8355.0  アンチモン99.65％（トン) 11200 ― 11500

出来高 前日比 37.0 16.5 146,311 ビスマス99.9％(ポンド) 3.90 ― 4.10

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.95 ― 2.05

現   物 24250.0 24300.0 24205.0 インジウム99.99％(キロ) 240 ― 270

前日比 275.0 70.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 9.50 ― 10.50

先   物 24550.0 24600.0 24475.0 24554.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 12.45 ― 13.00

出来高 前日比 250.0 60.0 5,797 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 43.00 ― 43.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 17.50 ― 18.00

現   物 2093.0 2095.0 2079.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3250 ― 3250

前日比 44.5 37.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 325.0 ― 335.0

先   物 2116.0 2117.0 2105.5 2095.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 65 ― 69

出来高 前日比 33.0 33.0 59,062 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （11日） （12日）

現   物 2506.0 2508.0 2481.5 相   場 - -

前日比 17.0 12.0 (カーブ) 出来高 - -

先   物 2526.0 2526.5 2502.0 2502.5 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 10.0 7.5 91,409  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.6400 4.6433

現   物 2202.5 2203.0 2192.0 採算円／キロ - -

前日比 ▲ 1.0 ▲ 6.0 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2244.0 2245.0 2236.0 2235.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 0.0 ▲ 5.5 310,501 (1/10現在) 銅 157,325 ▲ 1,575

アルミ合金 　 錫 7,505 45

現   物 1775.0 1785.0 1785.0 鉛 121,150 ▲ 2,200

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 213,675 ▲ 1,550

先   物 1775.0 1785.0 1785.0 1785.0 アルミ 560,575 ▲ 1,250

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 1,860 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 820 -

現   物 2275.0 2285.0 2285.0 ニッケル 68,610 288

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2275.0 2285.0 2285.0 2285.0 (1／5 現在） 銅 33,130 2,225

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 96,637 ▲ 2,392

ニッケル 亜鉛 21,814 599

現   物 16230.0 16250.0 16178.0 鉛 52,449 ▲ 435

前日比 270.0 182.0 (カーブ) ニッケル 13,464 ▲ 301

先   物 16515.0 16525.0 16411.0 16420.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 315.0 175.0 79,607 (1／12 ） 銅 8,410.0 - 8,411.0

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 - - -

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,104.0 - 2,105.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 2,518.0 - 2,518.5

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,243.0 - 2,243.5

1月限 377.65 2014.3 2253.7 909.0 974.30 ニッケル 16,465.0 - 16,485.0

2月限 377.45 2019.2 2259.5 912.5 982.70 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

3月限 377.65 2028.9 2270.5 915.8 983.00 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

4月限 378.95 2039.0 - 919.6 - 1月限 68240 19075 21195 16475 126210

5月限 380.25 - 2293.4 - - 2月限 68030 19020 21140 16415 127300

前 日 比 ▲ 0.45 ▲ 7.4 ▲ 34.7 ▲ 9.8 ▲ 16.10 前 日 比 130 ▲ 55 15 160 1610

出 来 高 93,322 306,642 77,138 25,078 4,013 出 来 高 12795 4300 885 245 474

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 20.57

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8332 24300 2095 2508 2203 16250 378 68240 19075 21195 16475

146.32 1260 3756 344 407 338 2578 1265 1404 392 436 339

-0.33 5 33 6 1 0 34 ▲ 4 11 1 3 5

（20.0）

（▲ 34.4）

（1月12日

（2.35）

※12日のKLTMは入電がありません

元・円＝



日刊金属 ２０２４（令和６）年 １月 １５日(月) (7) 昭和４４年１１月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1590  1585 亜鉛板0.3×3×7  650  650 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1640  1635 印刷用亜鉛板トッパン用  750  750 2Ｃ×1.6 59～61

銅大板2×1×2  1720  1785 給水管13ミリ  280  280 2Ｃ×2.0 104～107

銅管(ベース)  1770  1785 鉛板1.5ミリ  580  580 3Ｃ×1.6 109～112

水道用管(m当たり)13ミリ  1680  1695 鉛線3ミリ  450  450 3Ｃ×2.0 157～160

銅棒25ミリ  1500  1555 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1555  1600 アルミ箔0.007ミリ  1160  1175 1.6mm 33.8～36

銅線0.9ミリ  1580  1615 　〃　小板1ミリ  795  805 5.5sq 92.7～98.6

銅帯6×50  1460  1555 　〃　大板1ミリ  775  795 14sq 231～245

銅平角線  1780  1785 　〃　5052板  835  845 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1295  1305 　〃　6061板  1360  1375 600V  3Ｃ×38 1765～1876

　　〃　0.3ミリ  1325  1335 　〃　2017板  1290  1405 600V  3Ｃ×60 2722～2893

黄銅大板2×1×2  1445  1485 　〃　線3ミリ  775  790 600V  3Ｃ×100 4570～4858

黄銅管  1940  1785 　〃　快削棒50ミリ  995  1010 6kV  3Ｃ×38 2867～3037

復水器用黄銅管  1910  1755 　〃　合金棒50ミリ(17S)  980  990 6kV  3Ｃ×60 4022～4260

黄銅棒快削25ミリ  1055  1065 　〃　合金棒50ミリ(56S)  935  950 CVV 　（関西関東）

六角棒  1085  1095 3Ｃ×2 135138

四角棒  1115  1125 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 181185

鍛造用  1095  1105 白金(グラム) 6Ｃ×2 258264

ネーバル  1195  1205 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 296303

高力  1195  1205 金(グラム) 合金鉄 11月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1480  1485 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  158 

黄銅平角線ロール仕上  1680  1695 　　　〃　　　その他  193.9 

黄銅条1.5×100  1290  1320 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  237 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2920  3110 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  285 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  3170  3370 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  5708 

リン青銅棒25ミリ  3030  3240 タンタル フェロバナジウム  3184 

リン青銅線3ミリ  3400  3610 マグネシウム フェロニッケル33％未満  562.6 

洋白板一般用1.0ミリ  3630  3780 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3760  3930 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1285 

2種　 2種　  1585 

3種　 3種　  1655 

4種　 6種　  1395 

5種　 7種　  1490 

7種　 YBSC　3種　  1130 

8種　 LBC　3種　  1585 

9種　 PBC　2種　  1685 

 5354 

（1月12日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4808 

◆ 5307 

◆ 10486 

◆ 120450 

11月通関（CIF）

 345 

 5530 

 97928 

 498 

 33625 

1月5日改定 1月9日発表

 4485 

 4365 

 4235 

 3770 

 3540 

 1415 

 1260 

 1105 



日刊金属 ２０２４(令和６)年 １月 １５日(月) (8) 昭和４４年１１月創刊 

山元建値　 電気銅 1240(10) 金 9,522(12)

（）実施日　 電気鉛 363(11) 銀 108,360(12)

電気亜鉛 421(10) 錫(99.99％) 5,050(4)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 40,000 〜 45,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1106  1099 電 気 銅  1221  1216  1223  1218 

2 号 銅 線  1064 　 　― 電 気 亜 鉛  393  387  393  387 

上 銅 ( 新 切 )  1077  1069 蒸 留 亜 鉛  381  375  381  375 

雑 ナ ゲ ッ ト  944  943 再生ダイカスト亜鉛2種  329  323  329  323 

並 銅  1019  1005 再 生 亜 鉛 (98%)  286  280  286  280 

下 銅  1000  978 電 気 鉛  340  337  340  337 

銅 削 粉  980  978 再 生 鉛 1 号  317  307  320  315 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  322  318  325  321 

新 切 黄 銅 セ パ  805  814 錫 1 号  3800  3750  3800  3750 

コ ー ペ ル  769  772 ア ン チ モ ン  1850  1800  1850  1800 

黄 銅 棒 地  747  760 ニッケル (メッキ用 )  2400  2350  2400  2350 

黄 銅 削 粉  741  756 コ バ ル ト  5100  4800  5100  4800 

並 黄 銅  745  715 セ レ ニ ウ ム  3800  3600  3800  3600 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  602  594 ビ ス マ ス  1500  1400  1500  1400 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  693  666 カ ド ミ ウ ム  800  750  800  750 

黄 銅 鋳 物  750 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  480  460  480  460 

山 送 り (55%)  410 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◆ 363 ◆ 359 ◆ 365 ◆ 361 

上 青 銅 鋳 物  870 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  328  323  328  323 

並 青 銅 鋳 物  868  853 〃 90 ％  308  303  308  303 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  863 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  421  416  424  419 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  853  838 鋳 物 用 C2BS  446  441  448  443 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1098 青 銅 合 金 地 金 3 種  1575  1565  1655  1645 

〃 ( 鋳 物 )  984 　 　― 〃 6種  1325  1315  1345  1335 

リ ン 青 銅 削 粉  902  891 ハ ン ダ 錫 60 ％  3010  2970  3030  3000 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  914  898 〃 50 ％  2615  2565  2635  2605 

新 切 亜 鉛  257  257 〃 40 ％  2285  2225  2240  2210 

ダ イ カ ス ト く ず  170  170 減 摩 合 金 2 種  4270  4240  4275  4245 

亜 鉛 ド ロ ス  150  155 〃 4 種  3710  3685  3715  3685 

上 鉛  192  190 〃 7 種  1360  1310  1360  1310 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  80  80 ス テ ン レ ス ・ 特 金  55  60 

活 字 鉛  171  168  40  45 

新 切 ア ル ミ 1 級  238  247  185  185 

新 切 サ ッ シ 1 級  240  245  285  285 

新 切 合 金 1 級  230  230  28  29 

機 械 鋳 物 1 級  210  226  190  190 

ビ ス 付 サ ッ シ P  222  220 

合 金 削 粉 P  165  165 

込 ガ ラ P  138  140 

カ ン ・ バ ラ  163  158 

◎上げ　◆下げ (1月12日調べ)

大　阪 東　京

13クローム　新切

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

ハイス　　9種


